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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第62期
第２四半期
連結累計期間

第63期
第２四半期
連結累計期間

第62期
第２四半期
連結会計期間

第63期
第２四半期
連結会計期間

第62期

会計期間

自　平成21年
４月１日

至　平成21年
９月30日

自　平成22年
４月１日

至　平成22年
９月30日

自　平成21年
７月１日

至　平成21年
９月30日

自　平成22年
７月１日

至　平成22年
９月30日

自　平成21年
４月１日

至　平成22年
３月31日

売上高 （百万円）     110,359    105,849    55,036    53,813215,562　

経常利益 （百万円）   1,006   1,183     929     900 3,672　

四半期（当期）純利益又は

四半期純損失（△）
（百万円）     273     △763     446     456 1,312　

純資産額 （百万円） ─ ─     43,424    42,571  44,083

総資産額 （百万円） ─ ─    75,495   77,377 76,927　

１株当たり純資産額 （円） ─ ─ 932.23　 914.52　 946.10　

１株当たり四半期（当期）

純利益金額又は四半期純損

失金額（△）

（円） 5.90　 △16.44　 9.60　 9.82　 28.24　

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円）    ―    ―     ―     ―     ―

自己資本比率 （％） ─ ─ 57.4　 54.9　 57.1　

営業活動による

キャッシュ・フロー
（百万円）    1,361    2,037 ─ ─ 4,225　

投資活動による

キャッシュ・フロー
（百万円）     △4,005    △679 ─ ─ △6,155　

財務活動による

キャッシュ・フロー
（百万円）  △1,317  △1,256 ─ ─ △1,046　

現金及び現金同等物の

四半期末（期末）残高
（百万円） ─ ─    8,001    9,088 8,987　

従業員数 （人） ─ ─ 2,555 2,570 2,542　

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　第62期第２四半期連結累計期間、第62期第２四半期連結会計期間、第63期第２四半期連結会計期間及び第62期

の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。また、第63期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、

１株当たり四半期純損失であり、かつ潜在株式が存在しないため記載しておりません。　　
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営んでいる事業の内容に重要な

変更はございません。 

　また、主要な関係会社についても異動はございません。  

 

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はございません。

　

４【従業員の状況】

(1）連結会社における状況

　 平成22年９月30日現在

従業員数（人） 2,570［11,828］

（注）１　従業員数は就業人員数（当社グループから当社グループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループ

への出向者を含む。）であります。

２　従業員数の［　］内は、パートタイマーの当第２四半期連結会計期間における平均雇用人員を外書で記載して

おります。

　

(2）提出会社の状況

　 平成22年９月30日現在

従業員数（人） 1,813［7,765］

（注）１　従業員数は就業人員数（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。）であります。

２　従業員数の［　］内は、パートタイマーの当第２四半期会計期間における平均雇用人員を外書で記載しており

ます。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）販売実績

　当第２四半期連結会計期間における売上高の内訳をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称

　
当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
　　至　平成22年９月30日）

前年同四半期比（％）

スーパーマーケット事業（百万円） 44,807 ―

ドラッグストア事業（百万円） 8,636 ―

報告セグメント計（百万円）　　 53,443 ―

その他（百万円）　 370 ―

合　　計（百万円） 53,813 ―

（注）１．金額は販売価格によっており、セグメント間取引については、相殺消去しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2）仕入実績

　当第２四半期連結会計期間における仕入高の内訳をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称

　
当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
　　至　平成22年９月30日）

前年同四半期比（％）

スーパーマーケット事業（百万円） 32,272 ―

ドラッグストア事業（百万円） 6,422 ―

報告セグメント計（百万円） 38,695 ―

その他（百万円）　 280 ―

合　　計（百万円） 38,976 ―

（注）１．金額は実際仕入価額によっており、セグメント間取引については、相殺消去しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　　

２【事業等のリスク】

　当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはございません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はございません。　

 

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はございません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　当第２四半期連結会計期間の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析については以下のとおりで

あります。

なお、文中の将来に関する予想、見積り等の事項は、当四半期報告書提出日（平成22年11月９日）現在において当社

グループが判断したものであり、先行きに不確実性やリスクを含んでいるため、将来生じる結果と異なることがあり

ますので、ご留意ください。　

　

(1）業績の状況

当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、企業収益の改善や経済対策などを背景に景気の持ち直しが期

待されたものの、海外経済の減速懸念、急激な円高、株価の変動、雇用環境のさらなる悪化など景気の下押しリスクは

消えておらず、依然として厳しい状況にあります。小売業界におきましても、雇用不安や所得の伸び悩みなどから消

費マインドはさらに冷え込み、業種業態を超えた競争の激化も相まって厳しい経営環境が続いております。

このような状況のもと、当社グループは、お客様から支持される店づくりを目指し、店舗運営体制の強化に取り組

み、より質の高いチェーンストア経営を進めてまいりました。

この結果、当第２四半期連結会計期間の経営成績は、連結営業収益558億40百万円（前年同四半期比2.2％減）、連

結営業利益８億60百万円（同比3.4％減）、連結経常利益９億円（同比3.2％減）、連結四半期純利益４億56百万円

（同比2.2％増）となりました。

　

　当社グループにおけるセグメント別の状況は次のとおりです。

 [スーパーマーケット事業]　

　新中期２ヶ年経営計画のもと、安定した収益の堅持に努め、経営基盤の充実をはかるとともに、新たな顧客の創造に

取り組んでおります。

　販売面では、お客様視点での売場づくりを目指し、よりお客様ニーズに沿った販売計画の立案とその計画に基づい

た売場展開やメニュー提案をすすめ、また、ホスピタリティ（おもてなしの心）があふれるクリンリネスの行き届い

た店づくりに努めております。さらに、昨年導入した「ing・fan（アイエヌジー・ファン）カード」を活用し、当社

独自のポイントシステムによる販売促進を強化するなど、引き続き固定顧客拡大に努めております。

設備面では、営業政策である「楽しい・美味しそうな・鮮度感溢れる売場づくり」を具現化すべく、大泉学園店

（埼玉県新座市）ほか２店舗を改装するなど既存店の活性化をすすめてまいりました。これにより、当第２四半期連

結会計期間末時点での店舗数は126店舗（うち「ina（い～な）21」は16店舗）であります。

以上の結果、当第２四半期連結会計期間の売上高は448億７百万円、営業利益は７億５百万円となりました。　

　

 [ドラッグストア事業]　

主力50品目の販売強化ならびにヘルス＆ビューティ売場など店舗内人員の再配置による営業力の向上に努めると

ともに、調剤部門の強化やヘルスケア商品、ビューティケア商品などの品揃えの充実をはかりました。

店舗数は当第２四半期連結会計期間において増減はなく、店舗数は95店舗であります。また、前年に新型インフル

エンザ関連商品の特需があった反動で、既存店売上高は厳しい状況でしたが、全店売上高はほぼ計画通りになりまし

た。

以上の結果、当第２四半期連結会計期間の売上高は86億36百万円、営業利益は１億52百万円となりました。

　

［その他］

　売上高は３億70百万円、営業利益は83百万円となりました。　

　

（注）第１四半期連結会計期間より、セグメント情報等の開示に関する会計基準等を適用したため、各セグメントの

対前年同期比較は記載しておりません。　

　

(2）財政状態の分析

  当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比べ４億49百万円増加いたしました。その主な要

因は、資産の部では、土地の取得及び資産除去債務に関する会計基準を適用したことによる影響で有形固定資産が

21億93百万円増加した一方で、現金及び預金が27億１百万円減少いたしました。また、負債純資産の部では、資産除

去債務が26億52百万円増加しましたが、長期借入金（１年内返済予定の長期借入金を含む）が８億35百万円、四半

期純損失などにより利益剰余金が11億11百万円それぞれ減少いたしました。以上の結果、自己資本比率は2.2ポイ

ント下がり、54.9％になりました。設備投資に関しましては、新設予定店舗および改装店舗への投資として28億43

百万円を手元流動性預金より支出いたしました。
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(3）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）の残高は90億88百万円に

なりました。

　当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

　

　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　　営業活動の結果使用した資金は３億86百万円（前年同四半期比６億51百万円の支出減少）となりました。これ

は主に、仕入債務の減少額７億53百万円、その他（未収入金の増加・未払金および未払費用の減少など）16億86

百万円などがあった一方、税金等調整前四半期純利益８億94百万円、減価償却費６億61百万円、ポイント引当金

の増加額３億33百万円などによるものです。

　

　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　　投資活動の結果使用した資金は４億86百万円（前年同四半期比22億23百万円の支出減少）となりました。これ

は主に、新設予定店舗および既存店改装の設備投資として有形・無形固定資産の取得による支出５億６百万円

などがあった一方、差入保証金の回収による収入２億46百万円（差入による支出との相殺後純収入額１億40百

万円）などによるものです。

　

　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　　財務活動の結果使用した資金は10億98百万円（前年同四半期比48百万円の支出減少）となりました。これは主

に、短期借入金の減少額６億22百万円、長期借入金の返済による支出４億７百万円などによるものです。

　

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループの事業上および財務上の対処すべき課題に重要な変更または

新たに生じた課題はございません。

　

(5）研究開発活動

　該当事項はございません。

　　

EDINET提出書類

株式会社いなげや(E03064)

四半期報告書

 6/29



第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はございません。

　

(2）設備の新設、除却等の計画

  当第２四半期連結会計期間において、前四半期会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除去等に

ついて、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除去、売却等の計画はありま

せん。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 200,000,000

計 200,000,000

　

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成22年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年11月９日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 52,381,447　 52,381,447　
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数は

1,000株であります。

計 52,381,447　 52,381,447　 ― ―

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はございません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はございません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はございません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成22年７月１日～

平成22年９月30日
─ 52,381 ─ 8,981 ─ 13,598
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（６）【大株主の状況】

　 平成22年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合(％)

イオン株式会社 千葉市美浜区中瀬一丁目5番1号 7,899　 15.08　

日本トラスティ・サービス

信託銀行株式会社（信託口）
東京都中央区晴海一丁目8番11号 3,242　 6.19　

若木会持株会 東京都立川市栄町六丁目1番地の1 3,179　 6.07　

株式会社りそな銀行 大阪市中央区備後町二丁目2番1号 1,934　 3.69　

株式会社みずほコーポレート銀行 東京都千代田区丸の内一丁目3番3号 1,389　 2.65　

あいおい損害保険株式会社 東京都渋谷区恵比寿一丁目28番1号 1,253　 2.39　

日本生命保険相互会社 大阪市中央区今橋三丁目5番12号 1,116　 2.13　

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内二丁目7番1号 1,090　 2.08　

東京多摩青果株式会社 東京都国立市谷保367番地 887　 1.69　

日清食品ホールディングス株式会社 大阪市淀川区西中島四丁目1番1号 749　 1.43　

計 ― 22,740　 43.41　

（注）　当社は自己株式　5,934千株（割合11.33％）を保有しておりますが、上記大株主の状況には含めておりません。

　　

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成22年９月30日現在

区分 　株式数（株） 　議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式   5,934,000
― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式  46,161,00046,161　 ―

単元未満株式 普通株式　   286,447 ― ―

発行済株式総数  52,381,447　 ― ―

総株主の議決権 ― 46,161　 ―

（注）　自己株式5,934,282株のうち、5,934,000株については、「完全議決権株式（自己株式等）」に記載し、282株につ

いては「単元未満株式」に含めて記載しております。
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②【自己株式等】

　 平成22年９月30日現在

所有者の氏名
　又は名称

所有者の住所
自己名義所有
 株式数（株）

他人名義所有　
 株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社いなげや

（自己株式）

東京都立川市栄町

六丁目１番地の１
5,934,000　     ― 5,934,000　 11.33　

計 ― 5,934,000　     ― 5,934,000　 11.33　

　　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
４月

　
５月

　
６月

　
７月

　
８月

　
９月

最高（円） 985　 958　 953　 947　 920　 930　

最低（円） 955　 891　 910　 909　 901　 900　

（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりであります。

役職の異動

役名 新職名 旧職名 氏　名 異動年月日

常務取締役 営業統括 営業統括本部長　　 木村　博尚 平成22年７月16日

取締役

新規事業開発

プロジェクトリーダー　

　

営業副統括本部長 倉橋　久和 平成22年７月16日

取締役 営業企画本部長　
営業企画本部長（兼）

活性化推進部長
青柳　力 平成22年11月１日
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第５【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結

会計期間（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日から

平成22年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平

成21年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び当第２四半

期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、監査法人日本

橋事務所による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,581 5,283

売掛金 1,296 1,226

有価証券 6,379 5,679

商品及び製品 7,647 7,272

仕掛品 6 2

原材料及び貯蔵品 218 198

その他 6,035 5,995

貸倒引当金 △6 △13

流動資産合計 24,159 25,644

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 12,961

※1
 12,536

土地 16,207 14,583

その他（純額） ※1
 2,865

※1
 2,719

有形固定資産合計 32,033 29,839

無形固定資産 2,791 2,719

投資その他の資産

投資有価証券 3,859 4,457

差入保証金 11,412 11,762

その他 3,128 2,511

貸倒引当金 △7 △8

投資その他の資産合計 18,392 18,723

固定資産合計 53,217 51,282

資産合計 77,377 76,927

負債の部

流動負債

買掛金 13,913 13,648

1年内償還予定の社債 400 400

1年内返済予定の長期借入金 2,840 2,950

未払法人税等 744 1,259

ポイント引当金 811 614

その他 6,743 6,338

流動負債合計 25,453 25,211

固定負債

長期借入金 3,176 3,901

退職給付引当金 1,089 1,082

資産除去債務 2,617 －

その他 2,468 2,648

固定負債合計 9,352 7,632

負債合計 34,805 32,844
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 8,981 8,981

資本剰余金 13,598 13,598

利益剰余金 25,338 26,449

自己株式 △6,110 △6,107

株主資本合計 41,806 42,921

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 670 1,025

評価・換算差額等合計 670 1,025

少数株主持分 95 136

純資産合計 42,571 44,083

負債純資産合計 77,377 76,927
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

営業収益 114,483 109,887

売上高 110,359 105,849

売上原価 81,006 77,404

売上総利益 29,353 28,444

営業収入 4,123 4,038

営業総利益 33,477 32,482

販売費及び一般管理費 ※
 32,614

※
 31,432

営業利益 863 1,050

営業外収益

受取利息 57 55

受取配当金 42 49

その他 114 100

営業外収益合計 214 205

営業外費用

支払利息 70 65

その他 1 6

営業外費用合計 71 72

経常利益 1,006 1,183

特別損失

固定資産処分損 200 100

減損損失 164 364

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 1,546

その他 15 33

特別損失合計 380 2,044

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

625 △861

法人税、住民税及び事業税 495 591

法人税等調整額 △157 △648

法人税等合計 337 △57

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △804

少数株主利益又は少数株主損失（△） 14 △40

四半期純利益又は四半期純損失（△） 273 △763
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成22年７月１日
　至　平成22年９月30日)

営業収益 57,079 55,840

売上高 55,036 53,813

売上原価 39,922 39,056

売上総利益 15,114 14,757

営業収入 2,042 2,026

営業総利益 17,157 16,783

販売費及び一般管理費 ※
 16,266

※
 15,922

営業利益 891 860

営業外収益

受取利息 27 27

受取配当金 5 5

その他 40 38

営業外収益合計 73 72

営業外費用

支払利息 34 32

その他 0 0

営業外費用合計 34 32

経常利益 929 900

特別損失

固定資産処分損 95 5

その他 15 －

特別損失合計 111 5

税金等調整前四半期純利益 818 894

法人税、住民税及び事業税 316 461

法人税等調整額 38 △36

法人税等合計 355 424

少数株主損益調整前四半期純利益 － 470

少数株主利益 17 14

四半期純利益 446 456
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

625 △861

減価償却費 1,397 1,310

減損損失 164 364

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 1,546

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2 △7

ポイント引当金の増減額（△は減少） 172 196

退職給付引当金の増減額（△は減少） 44 7

受取利息及び受取配当金 △100 △104

支払利息 70 65

固定資産処分損益（△は益） 200 100

売上債権の増減額（△は増加） △16 △70

たな卸資産の増減額（△は増加） △147 △394

仕入債務の増減額（△は減少） △362 265

その他 579 650

小計 2,630 3,067

利息及び配当金の受取額 98 105

利息の支払額 △68 △63

法人税等の支払額 △1,298 △1,070

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,361 2,037

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △2,088 △2,526

無形固定資産の取得による支出 △171 △174

有価証券の売却による収入 － 1,988

定期預金の預入による支出 △2,000 －

貸付けによる支出 △19 －

貸付金の回収による収入 46 11

差入保証金の差入による支出 △264 △142

差入保証金の回収による収入 463 473

その他 28 △310

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,005 △679

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △925 △835

配当金の支払額 △347 △347

その他 △45 △73

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,317 △1,256

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,961 101

現金及び現金同等物の期首残高 11,963 8,987

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 8,001

※
 9,088
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【継続企業の前提に関する事項】

　　当第２四半期連結会計期間  
（自　平成22年７月１日　
　　至　平成22年９月30日）

該当事項はございません。
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
　　至　平成22年９月30日）

　会計処理基準に関する事項

　の変更

　資産除去債務に関する会計基準の適用

　　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第

18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業

会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用しております。 

　　これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益が59百万円減少し、税

金等調整前四半期純損失が16億５百万円増加しております。また、当会計基準等の適用

開始による資産除去債務の変動額は26億７百万円となっております。
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【表示方法の変更】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

（四半期連結損益計算書関係）

　　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式及

び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第２

四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目で表示しております。　

　

　当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日

　　　至　平成22年９月30日）　

（四半期連結損益計算書関係）

　　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式及

び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第２

四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。　

　

　

【簡便な会計処理】

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

固定資産の減価償却費

の算定方法

　　定率法を採用している資産につきましては、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分

して算定する方法によっております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成22年９月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額 38,565百万円 ※１　有形固定資産の減価償却累計額 36,781百万円

　―――― 　２　保証債務

　下記会社の金融機関借入金について、債務保証を

しております。

　     日興運輸株式会社 111百万円

　

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間

（自　平成21年４月１日
　　至　平成21年９月30日）　

当第２四半期連結累計期間

（自　平成22年４月１日
　　至　平成22年９月30日）　

　　※　販売費及び一般管理費のうち主要な項目及び金額

　　は、次のとおりであります。

　役員報酬及び給料手当 　13,800百万円

　地代家賃 　4,854百万円

　退職給付費用 　631百万円
　

　　※　販売費及び一般管理費のうち主要な項目及び金額

　　は、次のとおりであります。

　役員報酬及び給料手当 　13,598百万円

　地代家賃 　4,874百万円

　退職給付費用 　585百万円
　

　

前第２四半期連結会計期間

（自　平成21年７月１日
　　至　平成21年９月30日）　

当第２四半期連結会計期間

（自　平成22年７月１日
　　至　平成22年９月30日）　

　
　※　販売費及び一般管理費のうち主要な項目及び金額

　　は、次のとおりであります。

　役員報酬及び給料手当 　6,891百万円

　地代家賃 　2,435百万円

　退職給付費用 　319百万円
　

　　※　販売費及び一般管理費のうち主要な項目及び金額

　　は、次のとおりであります。

　役員報酬及び給料手当 　6,854百万円

　地代家賃 　2,434百万円

　退職給付費用 　294百万円

　　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

　※　現金及び現金同等物の当第２四半期連結累計期間

　　末残高と当第２四半期連結貸借対照表に掲記されて

　　いる科目の金額との関係

（平成21年９月30日現在）

　※　現金及び現金同等物の当第２四半期連結累計期間

　　末残高と当第２四半期連結貸借対照表に掲記されて

　　いる科目の金額との関係

（平成22年９月30日現在）　

現金及び預金 6,041百万円

有価証券 3,960百万円

計 10,001百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △2,000百万円

現金及び現金同等物 8,001百万円

現金及び預金 2,581百万円

有価証券 6,379百万円

その他（流動資産） 974百万円

計 9,935百万円

預入期間が３か月を超えるその他（流

動資産）
△846百万円

現金及び現金同等物 9,088百万円
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（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成22年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　

平成22年９月30日）

１　発行済株式の種類及び総数

株式の種類 当第２四半期連結会計期間末

普通株式 52,381,447株

　

２　自己株式の種類及び株式数

株式の種類 当第２四半期連結会計期間末

普通株式 5,934,282株

　

３　新株予約権等に関する事項

　該当事項はございません。

　

４　配当に関する事項

(1）配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

平成22年６月23日

定時株主総会
普通株式 利益剰余金 348 7.5平成22年３月31日平成22年６月24日

　

(2）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

の末日後となるもの

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

平成22年10月26日

取締役会
普通株式 利益剰余金 348 7.5平成22年９月30日平成22年11月29日

　

５　株主資本の金額の著しい変動に関する事項

　該当事項はございません。
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（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）及び前第２四半期連結累計期間

（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

　当社グループの主たる事業は、主に食料品、日用雑貨、医薬品を販売目的とする小売チェーンシステムの経営

であり、このチェーンシステム事業にかかるセグメントの売上高、営業利益及び総資産は全セグメントの売上

高合計、営業利益合計及び総資産合計の90％を超えておりますので、セグメント情報の記載を省略しておりま

す。

　　

【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）及び前第２四半期連結累計期間

（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

　在外連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はございません。

　

【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）及び前第２四半期連結累計期間

（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

　海外売上高がないため、該当事項はございません。
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【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要　

　当第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）及び当第２四半期連結会計期

間（自　平成22年７月１日　至　平成22年９月30日）　

　当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営

資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

　　当社グループの主たる事業は、主に食料品、日用雑貨、医薬品を販売目的とする小売チェーンであり、関連す

る事業を法人化して、グループ経営を行っております。

　　したがって、当社グループは製品およびサービスの内容、業種に特有の規制環境などから「スーパーマー

ケット事業」、「ドラッグストア事業」の２つを報告セグメントとしております。

　　「スーパーマーケット事業」は、生鮮食料品・加工食品・日用雑貨・惣菜・寿司等を販売しておリます。

「ドラッグストア事業」は、主に医薬品・化粧品等を販売しております。

　

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　　当第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）
（単位：百万円）　

　

報告セグメント

その他

（注）１　
合計

調整額

（注）２　

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３

スーパー　

マーケット

事業

ドラッグ

ストア　

事業　

計　

　売上高　 　     　 　 　 　 　

　　外部顧客への売上高 88,002　 17,067　 105,070　 778　 105,849　 －　 105,849　

　　セグメント間の内部

    売上高又は振替高
0　 4　 4　 3,491　 3,495　 △3,495　 －　

　計 88,002　 17,072　 105,075　 4,269　 109,345　 △3,495　 105,849　

　セグメント利益　 812　 142　 955　 196　 1,151　 △101　 1,050

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産管理業、

　　　　　食品製造業、建設業を営んでおります。

　　　　　　　　２．セグメント利益の調整額は全額セグメント間取引消去によるものです。

　　　　　　　　３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を図っております。

　

　　当第２四半期連結会計期間（自　平成22年７月１日　至　平成22年９月30日）
（単位：百万円）

　

報告セグメント

その他

（注）１　
合計

調整額

（注）２　

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３

スーパー

マーケット

事業

ドラッグ

ストア

事業　

計　

　売上高　 　     　 　 　 　 　

　　外部顧客への売上高 44,807　 8,636　 53,443　 370　 53,813　 －　 53,813　

　　セグメント間の内部

    売上高又は振替高
0　 4　 4　 1,901　 1,905　 △1,905　 －　

　計 44,807　 8,640　 53,448　 2,271　 55,719　 △1,905　 53,813　

　セグメント利益 705　 152　 857　 83　 941　 △80　 860

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産管理業、

　　　　　食品製造業、建設業を営んでおります。

　　　　　　　　２．セグメント利益の調整額は全額セグメント間取引消去によるものです。

　　　　　　　　３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を図っております。　
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３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　当第２四半期連結会計期間（自　平成22年７月１日　至　平成22年９月30日）

　該当事項はございません。　　

　

（追加情報）

　第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号

平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指

針

第20号　平成20年３月21日）を適用しております。

　　

（１株当たり情報）

　

１　１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成22年９月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額 914円52銭 １株当たり純資産額 946円10銭

　

（注）１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
当第２四半期連結会計期間末
（平成22年９月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

純資産の部の合計額（百万円） 42,571　 44,083　

普通株式に係る純資産額（百万円） 42,476　 43,946　

差額の内訳（百万円）

少数株主持分
95　 136　

普通株式の発行済株式数（株） 52,381,447　 52,381,447　

普通株式の自己株式数（株） 5,934,282　 5,930,675　

１株当たり純資産額の算定に用いられた

普通株式の数（株）
46,447,165　 46,450,772　

　

２　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額等

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 5円90銭

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

１株当たり四半期純損失金額 16円44銭

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が

存在しないため記載しておりません。　

　

（注）１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりでありま

す。

項目
前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

四半期連結損益計算書上の四半期純利益

又は四半期純損失（△）（百万円）
273　 △763　

普通株主に帰属しない金額（百万円）     ―     ―

普通株式に係る四半期純利益又は

四半期純損失（△）（百万円）
273　 △763　

普通株式の期中平均株式数（株） 46,456,561　 46,448,625　
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前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 9円60銭

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

１株当たり四半期純利益金額 9円82銭

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

　

（注）１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

四半期連結損益計算書上の四半期純利益

（百万円）
446　 456　

普通株主に帰属しない金額（百万円）     ―     ―

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 446　 456　

普通株式の期中平均株式数（株） 46,455,953　 46,447,529　

　

（重要な後発事象）

　該当事項はございません。

　

EDINET提出書類

株式会社いなげや(E03064)

四半期報告書

25/29



２【その他】

　第63期（平成22年４月１日から平成23年３月31日まで）中間配当については、平成22年10月26日開催の取締役会に

おいて次のとおり決議いたしました。

　(イ）中間配当による配当金の総額・・・・・・348百万円

(ロ）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・７円50銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日・・平成22年11月29日

（注）　平成22年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主又は登録質権者に対し、支払を行います。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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　 独立監査人の四半期レビュー報告書　
　

平成21年11月10日

株式会社いなげや

取締役会　御中

　

監査法人日本橋事務所

　

　

　
指定社員

業務執行社員
　 公認会計士 山　　村　　浩　太　郎　印

　

　

　
指定社員

業務執行社員
　 公認会計士 千　　保　　有　　之　　印

　

　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株

式会社いなげやの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期

間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日か

ら平成21年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損

益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結

財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に

対して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一

般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手

続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に

公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社いなげや及び連結子会社の

平成21年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結

累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

　

以　上

　

　（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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　 独立監査人の四半期レビュー報告書　
　

平成22年11月９日

株式会社いなげや

取締役会　御中

　

監査法人日本橋事務所

　

　

　
指定社員

業務執行社員
　 公認会計士 山　　村　　浩　太　郎　印

　

　

　
指定社員

業務執行社員
　 公認会計士 千　　保　　有　　之　　印

　

　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株

式会社いなげやの平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期

間（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日か

ら平成22年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損

益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結

財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に

対して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一

般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手

続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に

公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社いなげや及び連結子会社の

平成22年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結

累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

追記情報

　四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されているとおり、会社は第１

四半期連結会計期間より資産除去債務に関する会計基準を適用している。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

　

以　上

　

　（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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